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1. はじめに 有明海沿岸低平地域では，地域高規格道路の建設が進められてきている．当該道路には，有明海

沿岸を取り巻く路線と低平地域を南北に縦断する路線があり，前者は有明海沿岸道路，後者は佐賀唐津道路と呼

ばれている 1)．いずれの路線においても完新世および更新世の粘性土 2)が堆積していることから，様々な建設上の

リスク 3)が関係者を憂慮させている．本報では，佐賀唐津道路における多久佐賀道路の地盤調査結果を用い，鋭敏

性・圧縮性の観点 4),5)から当地の完新世・更新世地盤の工学的性質を検討した． 

2. 調査位置およびボーリングの基本的性質 図-1 に，

本報の検討に用いた地盤調査の位置を示す．後述する検

討の便宜上，鍋島 IC（仮称）から佐賀 JCT（仮称）にか

けて No.1 から No.17 の地盤調査番号を付す．No.5，8，

10，12，15 および 17 の地盤調査では，更新統まで土質

試験がなされている．図-2 に，No.15 における土性図を

示す．下位から上位にかけて，中原層 dN，阿蘇-4 火砕流

堆積物 Aso-4，三田川層 dM と区分される．これらの非海

成更新統の上部に，完新統かつ非海成の

蓮池層下部 aHl，海成の有明粘土層 aAc

および非海成の蓮池層上部 aHuが堆積し

ている．自然含水比 wnと液性限界 wL・

塑性限界 wp からなるコンシステンシー

特性の観点から，完新統では全体的に

wnが wLを上回り，液性指数 ILは 2 を超

えているものがある．圧縮指数 Cc も 1

から 2の範囲にプロットされることから，

鋭敏性・圧縮性が高いことがうかがえる．

更新統の三田川層 dM では，ILは 1 付近

の値を示しているが，Ccは低い値を示し

ており，完新統に比べれば鋭敏性・圧縮

性は小さいことがうかがえる． 

3. 地域的性質に関する検討 図-3に，wnと Ccの関係を示す．同図には，山岡らによって示された相関を併記し

た 6)．なお，同相関における wnの範囲は 20%から 160%と推定されている 5)．個々のボーリング結果を検討した結

果，完新統の wnは多くの地点で 100%以上の値を示し，Ccは 1 から 2 の間に分布する．これらのことから，本報

の対象とした地域の完新統は高い圧縮性を有する地盤と考えられる．中でも No.11，No.12，No.17の値は山岡らの

相関から外れ，いっそう高い圧縮性を有することがうかがえる．更新統について，特に No.17 の Ccは 1 付近にプ

ロットされることに鑑みれば，更新統は支持層との従来の理解からかい離することがうかがえる．図-4 に，Ccと

ILの関係を示す．完新統の場合，1を超える ILのもとでプロットされる Ccがほとんどである．特に No.10，14，15

は液性指数が 2 を超える ILのもとで Ccがプロットされている．更新統の場合，全体的に 1 を下回る ILのもとで
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図-1 地盤調査の位置 

図-2 ボーリング No.15の土性図 



Ccがプロットされるが，ILの値が 1 付近にプロットされ

ているものも少なくない．著者らの一部は先に，IL が卓

越する粘性土の e-log p曲線は逆 S字の傾向を示すことを

指摘している 7)．また，Igaya et al.は，本報の検討の対象

とした地域の近傍における実証盛土試験の挙動解明を進

める中で，更新統に属する粘性土層も沈下層となること

を初めて明らかにしている 8)．これらの既往の知見に基

づけば，本報の対象とした地域の地盤においても，特に

更新統に属する粘性土層の沈下・変形挙動に慎重を喫し

つつ地域高規格道路の建設が進められるのがよい．図-5

に，非排水せん断強さ cu（= 一軸圧縮強さ qu/2）と ILの

関係を示す．完新統の場合，1 を上回る ILのもとで cuが

プロットされ，特に No.10，14，15 では ILが 2 を超えて

cuがプロットされる．更新統の場合，cuは 1付近，または 1

を下回る ILのもとでプロットされるが，これらの中には完新統の cuと同様の値を示すものから 2 倍以上の値を示

すものがあり，幅広い．本報の対象とした地域は有明海沿岸低平地域を南北に縦断するため，No.1 に至るほどに

完新統の層厚が減じ，更新統最上部の浅さが増す 9)．図-5における調査の事実は，完新統の層厚の減少に油断せず，

更新統における粘性土層であっても慎重な地盤調査を重ねるのがよいことを示している． 

4. おわりに 本報の検討結果を要約すると，次のとおりである：1) 検討の対象とした地域における完新統は高

鋭敏性・高圧縮性である；2) 更新統であっても高鋭敏性・高圧縮性を示す地点があることから，当地の地盤にお

ける沈下・変形挙動について慎重に検討するのがよい：3) 更新統の非排水せん断強さには完新統と同様の値を示

す地点がある． 
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図-3 自然含水比 wnと圧縮指数 Ccの関係 図-4 圧縮指数Ccと液性指数 ILの関係 

図-5 液性指数 ILと非排水せん断強さ cuの関係 
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